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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/23 現在 

父島 

93.2/100 

母島  

99.1/100 

7月気象状況    （父島） 

最高気温   30.4℃ 

最低気温   26.1℃ 

平均気温   28.0℃ 

平均湿度   85％ 

月降水量  153.5mm 

住民基本台帳登録者数（8/1） 

             2,617 人 

             父島      母島               

  人口      2,161 人   456 人 

  世帯      1,218   278 

                                               

  

夏
休
み
中
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
大
会
や
行

事
等
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
 

【
小
笠
原
中
学
校
・
母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】
 

島
し
ょ
大
会
優
勝
！
 

７
年
ぶ
り
島
し
ょ
大
会
優
勝
。
２
試
合
と
も
接
戦

の
中
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
る
プ
レ
ー
が
印
象
的
で
し

た
。
 
 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月

22日
）
 
１
位
 

１
回
戦
 
２
-２

八
丈
島
・
青
ヶ
島
 

（
Ｐ
Ｋ
４
-２

）
 

決
勝
戦
 
４
-２

神
津
・
利
島
  

                   ○
都
大
会
（
７
月

23日
）
 

 
１
回
戦
 
１
‐
５
稲
城
六
中
 

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
 

○
島
し
ょ
大
会
（
７
月

21日
）
 
３
位
 

１
回
戦
 
２
-０

三
宅
中
 

２
回
戦
 
０
-２

新
島
中
 

３
回
戦
 
０
-２

八
丈
島
合
同
 

【
小
笠
原
中
学
校
野
球
部
】
 

○
都
大
会
（
７
月

21日
）
 

 
１
回
戦
 
シ
ー
ド
 

２
回
戦
 
３
-７

八
丈
島
合
同
 

都
大
会
初
出
場
。
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
に

観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 【
小
笠
原
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
 

○
都
大
会
 

 
個
人
戦
（
７
月

24日
）
 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
名
出
場
）
 

１
回
戦
 
０
‐
２
千
登
世
橋
中
 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
名
出
場
）
 

１
回
戦
 
０
‐
２
松
濤
中
 

 【
母
島
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】
 

○
都
大
会
 

 
個
人
戦
（
７
月

25日
）
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
(１

組
出
場
)  

 
１
回
戦
 
０
‐
２
拝
島
中
 

 【
小
笠
原
中
学
校
テ
ニ
ス
部
】
 

○
東
京
都
中
学
校
新
人
テ
ニ
ス
選
手
権
 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
 

個
人
戦
（
８
月

20・

21日
）
 

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
３
名
出
場
）
 

１
回
戦
 
５
‐
７
鈴
ヶ
森
中
 

 
１
回
戦
 
２
‐
６
馬
込
東
中
 

１
回
戦
 
２
‐
６
慶
応
中
 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
１
組
出
場
）
 

 
１
回
戦
 
１
‐
６
雪
谷
中
 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
３
名
出
場
）
 

１
回
戦
 
５
‐
７
品
川
女
子
中
 

 
１
回
戦
 
対
戦
校
棄
権
の
た
め
不
戦
勝
 

２
回
戦
 
２
‐
６
女
子
学
院
中
 

１
回
戦
 
２
‐
６
立
正
中
 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
１
組
出
場
）
 

 
１
回
戦
 
６
‐
２
東
蒲
中
 

 
２
回
戦
 
０
‐
６
和
洋
九
段
中
 

小
笠
原
中
学
校
、
母
島
中
学
校
各
部
活
動
は
、
普

段
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
雰
囲
気
、
緊
張
感
の
中
、

精
一
杯
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
来
年
に

活
か
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 【
柔
剣
道
】
 

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会
 

（
７
月

22日
）
 

・
剣
道
団
体
戦
 
初
戦
敗
退
 

・
柔
道
団
体
戦
 
２
回
戦
敗
退
 

・
柔
道
個
人
戦
（
高
校
生
）
 
初
戦
敗
退
 

日
々
の
練
習
の
成
果
と
感
じ
た
と
と
も
に
、
試
合

に
敗
れ
た
仲
間
を
励
ま
す
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
 

 【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】
 

○
杉
並
区
少
年
野
球
交
流
試
合
 

７
月

27日
下
高
井
戸
運
動
場
、

28日
杉
並
区
立

第
十
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
杉
並
区
の
少
年
野

球
３
チ
ー
ム
と
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
６
対

８
、
８
対
９
と
い
っ
た
接
戦
を
戦
い
、
野
球
を
通
じ

て
同
世
代
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
あ
と
一
歩
勝
利
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り
ま
し
た
。
 

 【
小
笠
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
】
 

○
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
試
合
（
７
月

29

日
港
区
立
港
南
小
学
校
、
港
区
立
御
成
門
小
学
校
）
 

港
区
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
２
チ
ー
ム

と
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

32‐

41と
接
戦

と
な
る
な
ど
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
ど
の
試
合
も

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

日
ご
ろ
対
戦
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
同
世
代
と
の

試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】
 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
八
丈
島
大
会
（
島
し
ょ
小
学
生

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
 
８
月
２
～
５
日
）
 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》
 
７
位
 

予
選
リ
ー
グ
 

 

10-０
式
根
島
Ｓ
Ｃ
 

０
-１

大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ
 

１
-３
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
 

２
-３

八
丈
島
Ｆ
Ｃ
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
 

順
位
決
定
リ
ー
グ
 

７
-０
御
蔵
Ｆ
Ｃ
 

 
４
-０
式
根
島
Ｓ
Ｃ
 

 
２
-１
Ｆ
Ｃ
利
島
 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》
 
４
位
 

予
選
リ
ー
グ
 

 
４
-０
式
根
島
Ｓ
Ｃ
 

０
-２

大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ
 

１
-１

八
丈
島
Ｆ
Ｃ
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
 

３
-１
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
 

 
１
-０

ス
ー
ル
青
小
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
 

準
決
勝
 

 
０
-３

八
丈
島
Ｆ
Ｃ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
 

３
位
決
定
戦
 

 
０
-３
Ｆ
Ｃ
三
宅
 

名
刺
大
賞
‐
優
秀
賞
受
賞
 

 
仲
島
緑
生
さ
ん
、
持
田
翼
さ
ん
 

各
島
の
チ
ー
ム
と
対
戦
や
交
流
を
楽
し
み
、
た
く

さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
 

 【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
（
７
月

26日

〜

29日
）】

 

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市
へ

20名
の
中
学
生
（
父
島

13名
・
母
島
７

名
）
の
中
学
生
が
親
善
交
流
の
た
め
訪
問
し
ま
し

た
。
台
風
の
影
響
に
よ
り
予
定
を
変
更
し
て
の
交
流

事
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
来
島
し
た
南
ア
ル
プ

ス
市
の
生
徒
、
初
め
て
参
加
し
た
生
徒
と
と
も
に
食

事
会
や
交
流
会
、
森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通

し
て
南
ア
ル
プ
ス
市
の
魅
力
を
堪
能
し
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７
 

   

10月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
か
ら

10％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
村
の
上
下
水
道

料
金
や
公
共
施
設
使
用
料
な
ど
の
一
部
を
改
定
い
た

し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、

10月
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

  

出
張
期
間
：
７
月

27日
～
８
月

15日
 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
臨
時
会
 

・
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議
、
議
長
会
合
同
会
議
 

・
基
地
交
付
金
要
望
活
動
 

・
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
八
丈
島
大
会
 

・
関
東
地
区
港
湾
整
備
振
興
協
議
会
理
事
会
 

・
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
会
 

・
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
総
会
 

・
宝
酒
造
新
商
品
発
表
会
 

・
国
、
都
、
関
係
各
所
挨
拶
及
び
意
見
交
換
 

・
国
会
、
都
議
会
関
係
挨
拶
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
等
 

   
法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
「
第

36回
く
ら
し

の
法
律
・
税
金
相
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
 

◎
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談
・
遺
言
相
談
 

 
皆
様
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談
に
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。
遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
（
有
料
）

は
、
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
専
用
電
話
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
父
島
】
９
月

20日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時
 

９
月

21日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
母
島
】
９
月

20日
（
金
）
午
後
７
時
～
９
時
 

 
 
 
９
月

21日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時
 

場
所
：
母
島
支
所
 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 ２
―
３
１
１
３
 

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話
 

（
事
前
予
約
も
こ
ち
ら
へ
）
 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０
 

  【
実
施
日
程
】
９
月

12日
（
木
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 ２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
９
月

27日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

   

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
審
査
会
で
、
認
定
農
業

者
及
び
認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 

こ
の
度
、
新
た
に
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農

者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
農
業
者
】
 

《
父
島
》
Ｕ
Ｓ
Ｋ
＆
Ｃ
ｏ
．
合
同
会
社
 

《
母
島
》
松
本
均
 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
認
定
新
規
就
農
者
】
 

《
母
島
》
越
立
さ
ち
子
 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
認
定
農
業
者
（
五

十
音
順
）】

 

《
父
島
》
野
瀬
も
と
み
、
森
本
か
お
り
 
 

《
母
島
》
稲
垣
和
仁
、
折
田
一
夫
、
小
松
広
子
、
 

濱
崎
泰
宏
、
早
川
保
、
比
企
理
史
、
福
田
亮
三
、
藤

谷
明
憲
 

 

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者
は
、
地
域
の

農
業
の
担
い
手
ま
た
は
将
来
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
る
方
を
村
が
認
定
し
、
認
定
さ
れ
た
農

業
者
の
取
り
組
み
を
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

支
援
す
る
制
度
で
す
。
 

認
定
農
業
者
に
な
り
た
い
、
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
い
う
方
は
、
い
つ
で
も
産
業
観
光
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
  

２
―
３
１
１
４
 

  

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
、
農

業
者
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
農
業
簿
記
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
内
容
】
複
式
簿
記
の
基
礎
知
識
、
会
計
ソ
フ
ト
を

使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
記
帳
演
習
な
ど
 

【
講
師
】
東
京
都
農
業
会
議
職
員
 

【
日
時
・
場
所
】
 

母
島
：
９
月

20日
（
金
）
午
後
５
時
 

村
役
場
母
島
支
所
２
階
会
議
室
 

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
 

公
共
料
金
等
の
改
定

 

村
長
出
張
報
告

 

第

36回
く
ら
し
の
法
律
・
税
金
相
談

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

認
定
農
業
者
及
び
認
定
新
規
就
農
者

に
つ
い
て

 

農
業
簿
記
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
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父
島
：
９
月

21日
（
土
）
午
後
５
時
 

村
役
場
２
階
会
議
室
 

【
そ
の
他
】
領
収
書
等
と
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
参
加
費
無
料
。
 

 
詳
細
は
、
小
笠
原
村
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
事
務
局
(産
業
観
光
課
内
) 

２
―
３
１
１
４
 

   
令
和
２
年
度
か
ら
村
立
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科

書
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
採
用
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
教
科
書
名
、
選
定
理
由
の
詳
細
等

に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。
 

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/kyou

iku_gakkou/ 

                ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７
 

 

  

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校

で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校

公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。
 

【
公
開
日
・
時
程
】
９
月

14日
（
土
）
 

○
授
業
公
開
 

 
午
前
８
時
～
８
時

15分
（
ス
キ
ル
タ
イ
ム
）
 

 
午
前
８
時

25分
～
９
時

10分
（
第
１
校
時
）
 

午
前
９
時

20分
～

10時
５
分
（
第
２
校
時
）
 

○
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
説
明
会
 

 
午
前

10時

25分
～

11時

10分
（
体
育
館
）
 

○
学
級
保
護
者
会
 

 
午
前

11時

20分
～

12時
５
分
（
各
教
室
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
小
学
校
 
 
２
―
２
０
１
２
 

  【
日
時
】

10月
６
日
（
日
）
 

午
前
８
時

45分
～
午
後
３
時

35分
 

※
雨
天
の
場
合
は

10月

14日
（
月
）・

15日

（
火
）
に
順
延
 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭
 

【
一
般
参
加
種
目
】
 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（
男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
）
 

 
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施
 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
後
２
時

10分
 

○
職
場
対
抗
綱
引
き
（
男
女
混
合

12人
１
チ
ー

ム
）
※
最
低
女
子
１
名
登
録
 

 
１
試
合
１
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
前

11時

50分
 

【
申
込
方
法
】
 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

10

月
２
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

提
出
締
切
り
後
の
変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
当
日
受
付
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
 

職
場
対
抗
綱
引
き
に
つ
い
て
は
、

12チ
ー
ム
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
時
点
で
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

※
注
意
事
項
 

競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
運
動
に
ふ
さ
わ
し
い
服

装
と
履
物
（
運
動
靴
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
競

技
の
安
全
性
お
よ
び
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
サ
ン
ダ

ル
、
ス
パ
イ
ク
、
長
靴
等
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加

は
で
き
ま
せ
ん
。
 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会
 
２
―
３
１
１
７
 

○
玉
入
れ
・
幼
児
種
目
・
南
洋
踊
り
に
つ
い
て
 

【
玉
入
れ
】
小
・
中
学
生
・
高
校
生
と
地
域
の
方
々
 

※
就
学
前
児
童
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

《
競
技
開
始
時
刻
》
午
前

11時

20分
頃
 

【
く
る
く
る
風
車
】
就
学
前
児
童
  

《
競
技
開
始
時
刻
》
午
前

11時

40分
頃
 

【
南
洋
踊
り
】
小
学
校
３
年
生
を
中
心
と
し
た
、
児

童
・
生
徒
と
村
民
の
方
々
  

《
競
技
開
始
時
刻
》
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
 

※
注
意
事
項
  

【
参
観
に
つ
い
て
】
 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
学
校
前
・
支

庁
付
近
お
よ
び
学
校
上
の
都
道
等
の
路
上
駐
車
も
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

 学
校
行
事
で
す
の
で
、
飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
喫
煙
場
所
は
昨
年
度
よ
り
廃
止
し
ま
し

た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
  

【
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
】
 

今
年
度
も
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で
す
。

前
日
（
前
夜
）
の
テ
ン
ト
設
営
お
よ
び
場
所
取
り
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
 。

ま
た
、
テ
ン
ト
の
設
営
場
所

は
、
当
日
掲
示
し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。
 

校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
競
技
に
つ
い
て
】
  

競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、

け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
け
が
は
、

原
則
と
し
て
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
防
の

た
め
に
、
事
前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動

に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
と
履
物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
  

全
て
の
競
技
は
、
運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
ス
パ
イ
ク
や
長
靴
等
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加

は
危
険
で
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。
 

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
小
学
校
 

（
担
当
 
副
校
長
・
荒
川
 
体
育
主
任
・
武
村
）
 

２
―
２
０
１
２
 

     

今
年
度
の
学
習
発
表
会
は
、
各
学
年
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
の
発
表
と
、
全
学
年
の
音
楽
の
発
表
を

３
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
第
１
学
年
と

第
３
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
発
表
を
行
い

ま
す
。
第
２
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
発
表

は
２
月
に
、
全
学
年
の
音
楽
の
発
表
は

12月
に
行

う
予
定
で
す
。
 

【
日
程
】
９
月
７
日
(土

) 

【
時
間
】
第
１
学
年
  

午
後
１
時

30分
～
２
時

20分
 

第
３
学
年
  

午
後
２
時

30分
～
３
時

20分
 

【
場
所
】
小
笠
原
小
学
校
・
中
学
校
体
育
館
 

※
お
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

※
上
履
き
と
保
護
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
中
学
校
 
２
―
２
５
０
２
 

  【
採
用
（
任
期
付
）】
任
期
 
令
和
２
年
３
月

31日
 

村
民
課
付
（
母
島
保
育
園
）
 

赤
木
千
花
（
保
育
士
）
 

村
立
小
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果

 

小
笠
原
小
学
校
 
学
校
公
開

 

第

52回
 小

・
中
・
高
連
合
運
動
会

 

小
笠
原
中
学
校
学
習
発
表
会
 

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
 

の
お
知
ら
せ
 

小
笠
原
村
人
事
異
動
（
９
月
１
日
付
）
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ご
み
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
曜
日
や
出
し
方
に
間
違
い
が
あ

る
と
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
改
め
て
、
間

違
い
や
お
問
い
合
わ
せ
が
多
い
も
の
に
つ
い
て
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

【
粗
大
ご
み
】
回
収
日
：
毎
月
二
回
目
の
水
曜
日
 

第
二
週
の
水
曜
日
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

大
型
の
ご
み
だ
け
が
対
象
で
す
。
 

か
ご
に
入
る
程
度
の
大
き
さ
の
電
化
製
品
(電

子

レ
ン
ジ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ッ
キ
等
)は

、
金
属
類
の
日

(毎
週
木
曜
日
)に

出
し
て
下
さ
い
。
 

【
電
池
類
】
回
収
日
：
毎
月
三
回
目
の
水
曜
日
 

 
第
三
週
の
水
曜
日
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
電
池
は
火
災
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
、
少
量
で
も

大
変
危
険
で
す
。
必
ず
他
の
ご
み
と
は
別
に
し
て

危
険
物
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
 

【
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】
回
収
日
：
毎
週
火
・
金
曜
日
 

 
ふ
た
を
外
し
て
潰
し
て
出
し
て
下
さ
い
。
 

 
外
し
た
ふ
た
は
焼
却
ご
み
で
出
し
て
下
さ
い
。
 

 

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
前
に
、

「
ご
み
の
出
し
方
 
父
島
版
」
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
建
設
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
建
設
水
道
課
 
 
２
―
３
１
１
５
 

  

集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
と
し
た
シ
ロ
ア
リ
対
策

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 
 

こ
の
対
策
事
業
の
中
で
シ
ロ
ア
リ
の
相
談
や
家
屋

の
点
検
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
早
期
の
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

相
談
・
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

な
お
家
屋
で
の
シ
ロ
ア
リ
駆
除
作
業
や
防
蟻
処
理

は
、
専
門
業
者
に
よ
る
有
料
施
工
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～

25日
(水

) 

【
日
程
】
 

《
母
島
》
９
月

26日
（
木
）
～

10月
１
日
（
火
）
 

《
父
島
》

10月
１
日
（
火
）
～
４
日
（
金
）
 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
建
設
水
道
課
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
５
 

 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

      ◎
磯
の
生
物
観
察
 

【
内
容
】
 

 
磯
に
す
む
生
物
を
実
験
室
で
観
察
し
ま
す
。
参
加

者
が
採
集
し
た
生
物
を
材
料
に
、
顕
微
鏡
を
使
い
、

微
細
構
造
や
解
剖
し
て
の
内
部
構
造
の
観
察
も
行
い

ま
す
。
 

【
日
時
】
 

①

10月

19日
（
土
）
 
午
後
１
時
～
３
時
 

②

10月

26日
（
土
）
 
午
前

10時
～

12時
 

③

10月

26日
（
土
）
 
午
後
１
時
～
３
時
 

④

11月
２
日
（
土
）
 
 午

後
１
時
～
３
時
 

⑤

11月

16日
（
土
）
 
午
後
１
時
～
３
時
 

【
講
師
】
本
校
教
員
・
自
然
文
化
研
究
所
（
i-BO）

研
究
員
 

【
場
所
】
本
校
理
科
室
・
父
島
の
海
岸
 

【
対
象
】
中
学
生
以
上
 

【
定
員
】
８
名
 

 
＊
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
中
学
生
を
優
先
と

し
、
定
員
を
上
回
る
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
 

【
費
用
】
受
講
料
１
，
０
０
０
円
（
た
だ
し
生
徒
は

免
除
）、
保
険
料

30円
（
全
員
）
 

【
申
込
方
法
】
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
学
年
、

⑥
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

【
申
込
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～

13日
（
金
）
 

【
そ
の
他
】
希
望
者
は
デ
ジ
カ
メ
に
て
撮
影
可
能
で

す
。
 

●
問
合
せ
先
 
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
―
２
３
４
６
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
―
２
３
４
１
 

 
S1000214@section.metro.tokyo.jp 

  【
日
時
】
９
月

27日
（
金
）
午
後
６
時

30分
～
 

【
場
所
】
村
民
会
館
体
育
室
 

【
主
催
】
小
笠
原
警
察
署
 

【
内
容
】
交
通
講
話
 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
母
島
駐
在
所
 
 
３
―
２
１
１
０
 

     
平
成
三
十
年
二
月
の
法
令
改
正
で
小
型
船
舶
の
船

長
に
対
し
、
乗
船
者
の
救
命
胴
衣
着
用
が
義
務
化
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
次
の
場
合
以
外
は
船
長
が
乗
船
者

に
必
ず
救
命
胴
衣
を
着
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
「
船
室
内
に
い
る
」「
命
綱
・
安
全
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
る
」「
船
外
で
泳
ぐ
た
め
に
船
外
へ
移
動

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
必
要
最
小
限
の
行
為
を
行

っ
て
い
る
十
二
歳
未
満
の
小
児
、
又
は
大
人
が
保
護

及
び
監
督
し
て
い
る
一
歳
未
満
の
小
児
」
 

小
児
等
に
救
命
胴
衣
を
着
用
さ
せ
な
か
っ
た
場

合
、
船
長
に
対
す
る
行
政
処
分
の
対
象
と
な
り
、
違

反
累
積
点
に
よ
っ
て
は
再
教
育
講
習
や
業
務
停
止
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

救
命
胴
衣
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
中
転
落

時
の
生
存
率
が
二
倍
以
上
に
な
り
ま
す
。
 

救
命
胴
衣
の
着
用
及
び
安
全
運
航
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

                       ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
海
上
保
安
署
 ２
―
７
１
１
８
 

   【
日
時
】
９
月

11日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

退
職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２
―
２
１
０
２
 

父
島
の
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
（
第
２
回
）

 

小
笠
原
高
等
学
校
 
公
開
講
座
 

母
島
交
通
安
全
講
習
会
 

十
二
歳
未
満
の
小
児
へ
の
救
命
胴
衣

の
着
用
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
 

母
島
巡
回
労
働
相
談
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本
年

10月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
消
費
税
率

の
改
定
に
伴
い
、
島
嶼
会
館
の
宿
泊
料
金
も
改
定
い

た
し
ま
す
。
現
行
の
宿
泊
料
金
に
一
律
１
０
０
円
の

ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

料
金
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10月
１
日
宿
泊

分
か
ら
適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

何
卒
ご
理
解
の
程
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

                  ●
問
合
せ
先
 東

京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１
 

  

東
京
都
最
低
賃
金
は
、

10月
１
日
か
ら
時
間
額

１
，
０
１
３
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
 

  東
京
都
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
 

●
問
合
せ
先
 
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
  

０
３
―
３
５
１
２
―
１
６
１
４
（
直
通
）
 

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
窓
口
「
東
京
働
き
方
改

革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
 

０
１
２
０
―
２
３
２
―
８
６
５
 

※
業
務
改
善
助
成
金
の
お
問
い
合
せ
は
、
東
京
働
き

方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
 

※
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
・
人
材
確
保
等
支
援
助

成
金
の
お
問
い
合
せ
は
、
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又
は
東
京
労
働
局
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
助
成
金
事
務
セ
ン
タ
ー
助
成
金
第
二
係
ま
で
。
 

    東
京
都
で
は
、
こ
の
た
び
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開

発
計
画
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
公
表

し
ま
す
。
 

こ
の
計
画
は
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
て
国
が
策
定
し
た
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
小
笠
原

諸
島
に
お
け
る
振
興
開
発
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で

す
。
 

今
後
、
都
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
募
集
し
、
本
年

11月
中
に
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
を
策
定
・

公
表
す
る
予
定
で
す
。
 

【
募
集
内
容
】
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
（
素

案
）
に
関
す
る
こ
と
 

【
素
案
の
閲
覧
方
法
】
小
笠
原
支
庁
の
ほ
か
、
都
民

情
報
ル
ー
ム
（
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
北

側
）、

東
京
都
総
務
局
行
政
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://www.soumu.metro.tokyo.jp/05gyou

sei/06sinkouindex.html）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
 

【
募
集
期
間
】
９
月

24日
（
火
）
ま
で
 

（
消
印
有
効
）
 

【
募
集
方
法
】
 

《
郵
送
》
〒
１
６
３
―
８
０
０
１
 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課
 
 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
担
当
 
 

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
０
３
―
５
３
８
８
―
１
２
５
９
 

《
メ
ー
ル
》S0000020@section.metro.tokyo.jp 

詳
し
く
は
、
東
京
都
総
務
局
行
政
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１
 

     

10月
１
日
に
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税
率
が

10％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

10％
の
う
ち

2.2％
は
地
方
消
費
税
で
す
（
※
）。

 

 
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
保
障
の
費
用
は

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
安
心
で
き
る
社
会

に
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
、
社

会
保
障
制
度
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
全

世
代
型
へ
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は

10％
へ
の
税
率
の
引
上
げ
が
必
要
で

す
。
 

 
引
上
げ
分
は
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
と
も
に
、

全
世
代
を
対
象
と
す
る
社
会
保
障
の
充
実
と
安
定
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
①
待
機
児
童
の
解

消
、
②
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
、
③
真
に
支
援
の
必
要
な
学
生
の
高
等
教
育

（
大
学
な
ど
）
の
無
償
化
、
④
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
、
⑤
所
得
の
低
い
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
の
軽

減
、
⑥
所
得
の
低
い
年
金
受
給
者
へ
の
給
付
金
の
支

給
な
ど
で
す
。
 

 
税
率
引
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
飲
食
料
品
（
お
酒
・

外
食
を
除
く
）
と
新
聞
（
定
期
購
読
契
約
・
週
２
回

以
上
発
行
）
に
係
る
税
率
を
８
％
に
据
え
置
き
ま
す

（
軽
減
税
率
制
度
）。

こ
の
ほ
か
、
家
計
や
景
気
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
も
実
施
し
ま
す
。
 

※
一
般
に
「
消
費
税
」
と
言
う
の
は
、
消
費
税
（
国

税
）
と
地
方
消
費
税
（
都
税
）
を
合
計
し
た
も
の
で

す
。
地
方
消
費
税
収
は
、
地
方
自
治
体
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
、
住
民
の
皆
様
に
身
近
な
行
政
に
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

 
詳
し
く
は
、「
政
府
広
報
 
消
費
税
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 

    

事
業
者
の
皆
様
、
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
が
変
わ

り
ま
す
！
 

 
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
税
率

10％
へ
の
引
上

げ
と
同
時
に
、
飲
食
料
品
（
酒
類
・
外
食
を
除
く
）

と
新
聞
（
定
期
購
読
契
約
・
週
２
回
以
上
発
行
）
に

係
る
税
率
を
８
％
と
す
る
「
軽
減
税
率
制
度
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

 
新
し
い
仕
入
税
額
控
除
の
方
式
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
帳
簿
・
請
求
書
・
レ
シ
ー
ト
等
の
記
載
を
複

数
税
率
に
対
応
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
に
は
、
レ
ジ
や

受
発
注
・
請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
改
修
に

つ
い
て
補
助
金
を
設
け
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

 
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
軽
減
税
率
 
国
税

庁
」、
補
助
金
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
軽
減
税
率
対

策
補
助
金
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

《
制
度
に
つ
い
て
》
 
  

消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
１
２
０
―
２
０
５
―
５
５
３
 

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
 ０
５
７
０
―
０
３
０
―
４
５
６
 

《
補
助
金
に
つ
い
て
》
 

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
 

 
０
１
２
０
―
３
９
８
―
１
１
１
 

      

消
費
税
率
改
定
に
伴
う
島
嶼
会
館
の

料
金
改
定
に
つ
い
て
 

■変更後の宿泊料金（島民料金）

2人宿泊 3人宿泊 4人宿泊

（1人に付） （1人に付） （1人に付）

洋室シングル

（15.0㎡／18.0㎡）

洋室ツイン・ユニバーサル

（22.0㎡／28.2㎡）

＊消費税１０％を含む

4,400円

5,500円 4,900円

5,000円

1人宿泊

6,100円

5,600円

6,000円 4,400円

和室（16.8㎡）

和室（22.0㎡） 5,600円

東
京
都
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ
 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
（
素
案
）

の
公
表
及
び
意
見
募
集
 

令
和
元
年

10月
１
日
、
消
費
税
・
地

方
消
費
税
の
税
率
は
 

10％
へ
 

令
和
元
年

10月
１
日
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
が
ス
タ
ー
ト
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満

70歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都

内
の
路
線
バ
ス
、
都
電
、
都
営
地
下
鉄
、
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 

都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満

70歳
以
上
の
方
 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】
 

①
元
年
度
の
住
民
税
が
課
税
の
方
 
２
万
５
１
０
円
 

②
元
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方
 
千
円
 

③
元
年
度
経
過
措
置
対
象
の
方
 
千
円
 

【
パ
ス
の
有
効
期
限
】
令
和
２
年
９
月

30日
 

【
必
要
書
類
】
 

〇
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
 

〇
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料
納

入
（
決
定
）
通
知
書
な
ど
の
所
得
額
等
を
確
認
で
き

る
も
の
 

〇
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込
書
」
お
よ
び
現
在
使

用
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
（
更
新
の
方
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   

小
笠
原
村
健
康
診
断
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
 

【
日
程
】
 

《
父
島
》

11月

17日
（
日
）
～

22日
（
金
）
 

《
母
島
》

11月

14日
（
木
）
～

15日
（
金
）
 

＊
予
約
受
付
は

11月
１
日
開
始
で
す
。
予
約
方
法

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

11月
号
の
村
民
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
年
齢
の
基
準
日
は
全
て
令
和
２
年
３
月

31日
 

・

30歳
か
ら

39歳
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る

方
 

（
た
だ
し
、
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
健
診
対
象
で

35歳
以
上
の
方
は
、
事
業
所
か
ら
の
申
し
込
み
と

な
り
ま
す
。）

 

・

40歳
か
ら

74歳
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方
(年
度
途
中
に
加
入
、
脱
退
し
た
方
を
含
む
) 

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
方
 
 

・

40歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
の
方
 

※
次
の
方
々
も
同
じ
日
程
で
、
健
康
診
断
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

・
官
公
署
等
職
域
健
診
の
対
象
の
方
 

○
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、
基
本
健
診
の
他
に
次

の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
 

・
胃
が
ん
検
診
（
胃
カ
メ
ラ
）
･･･

40歳
以
上
の
方
 

・
女
性
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
･･･

30歳
以
上
の
方
（
子
宮
頸
が
ん
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の

20歳
・

25歳
の
方
も
受
け
ら
れ
ま
す
。）

 

・
肺
が
ん
・
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
…

40歳
以
上
の
方
 

（
喀
痰
検
査
）
･･･小

笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い

る

50歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
１
日
の
喫
煙
本
数
×

喫
煙
年
数
）
が
４
０
０
以
上
、
も
し
く
は

40歳
以

上
で
６
ヶ
月
以
内
に
血
痰
の
あ
っ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の

方
 

・
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）
…

40歳
以
上

の
方
 

父
島
‐
健
康
診
断
受
診
時
に
希
望
者
に
容
器
を
配
布
 

母
島
‐
予
約
受
付
時
に
容
器
を
配
布
 

※
ど
ち
ら
も
指
定
さ
れ
た
提
出
日
に
提
出
と
な
り
ま

す
。
 

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）
･･･

40歳

の
方
 

・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
･･･

40歳
以
降
で
５
歳
刻
み

の
節
目
年
齢
の
方
（
健
診
当
日
、
対
象
の
方
に
お
声

か
け
し
ま
す
。）

 

こ
れ
ら
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
し
、
対
象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
次
の
②
③
の
方
に
つ
い

て
は
問
診
票
の
作
成
が
必
要
な
た
め
、
事
前
に
村
役

場
へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
保
険
証
を
ご

持
参
の
上
、
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
事
前
申
し
込
み
が
必
要
な
方
】
 

①
 
協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
の
健
診
対
象
の
方
 

（

35歳
以
上
）
‐
受
診
者
の
申
込
書
（
事
業
所

に
届
い
た
申
込
書
を
担
当
の
方
で
取
り
ま
と
め
て
協

会
け
ん
ぽ
か
ら
の
締
切
指
定
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
）
 

②
小
笠
原
村
健
康
診
断
の
受
診
対
象
者
で
な
い
方

で
、
が
ん
検
診
等
を
受
診
さ
れ
る
方
。
 

③
特
定
健
診
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
‐
特
定
健
診
受

診
券
と
保
険
証
 

【
注
意
】
受
診
券
に
自
己
負
担
額
の
記
載
の
あ
る
方

は
、
健
診
当
日
の
受
付
時
に
自
己
負
担
額
（
３
７
０

円
）
を
徴
収
し
ま
す
。
 

★
申
込
先
  
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

★
②
③
の
方
の
申
込
期
限
 

 
 
 
令
和
元
年
９
月

27日
（
金
）
 

※
検
診
日
等
の
予
約
は

11月
に
別
途
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 
※
今
回
は
風
し
ん
抗
体
検
査
も
実
施
し
ま
す
。
 

・
対
象
者
―
昭
和

37年
４
月
２
日
生
～
昭
和

54年

４
月
１
日
生
の
男
性
 

た
だ
し
、
既
に
十
分
な
抗
体
の
所
有
が
判
明
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
風
し
ん
予
防
接
種
を
さ
れ
た
方
は

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

※
健
診
期
間
中
上
京
さ
れ
て
村
内
で
受
診
で
き
な
い

方
に
限
り
、

11月
１
日
か
ら

12月

26日
ま
で

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
受

診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
村
役
場
に
て
お
申

込
み
を
し
て
か
ら
、
元
氣
プ
ラ
ザ
へ
予
約
の
電
話
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
元
氣
プ
ラ
ザ
へ

の
電
話
予
約
受
付
は

10月

28日
（
月
）
か
ら
で

す
。
村
役
場
へ
の
申
込
み
を
せ
ず
に
電
話
を
し
て
も

受
付
で
き
ま
せ
ん
。
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 村
民
課
福
祉
係
 
 
 ２
―
３
９
３
９
 

  

９
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】《

日
時
》
９
月
５
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】《

日
時
》
９
月
５
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

 
 
   《

場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳

の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
９
月

12日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時
半
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   
お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
９
月

10日
（
火
）
 

午
前

10時
～

10時

30分
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

 

定
期
予
防
接
種

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
）

 

第

42回
小
笠
原
村
健
康
診
断
 

に
つ
い
て

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会
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き
れ
い
な
星
空
を
見
な
が
ら
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？
 

【
対
象
者
】

20歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を

と
め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
）
 

【
日
時
】
９
月
７
日
（
土
）
 

午
後
７
時
～
８
時

30分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口
 

【
コ
ー
ス
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
(ス

タ
ー
ト
)→

ウ

ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
→
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
(ゴ

ー
ル
) 

【
持
ち
物
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
懐
中
電

灯
(首

や
頭
に
装
着
す
る
タ
イ
プ
が
お
勧
め
で
す
) 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
：
９
月
６
日
（
金
）
ま
で

に
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

＊
雨
天
中
止
。
 

中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当
日
午
後
６
時

以
降
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
(２
―
２
９
１
１
)に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 村
民
課
福
祉
係
 
 
 ２
―
３
９
３
９
 

   

 

10月
に
臨
床
心
理
士
に
よ
る
子
育
て
セ
ミ
ナ

ー
・
個
別
相
談
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
そ
の
保
護
者
 

【
実
施
時
期
】

10月
（
日
程
調
整
中
）
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

【
備
考
】
日
程
や
内
容
等
詳
細
は
調
整
で
き
次
第
、

島
内
掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

       【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
程
》
９
月

24日
（
火
）
～

25日
（
水
）
 

午
前
・
午
後
 

 
 
 
 
９
月

27日
（
金
）
～

28日
（
土
）
 

 
午
前
・
午
後
 

※
９
月

26日
（
木
）
は
休
診
で
す
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
程
》
９
月

21日
（
土
）
～

22日
（
日
）
 

 
午
前
・
午
後
 

【
受
付
時
間
】
 

《
午
前
》
８
時

30分
～

11時
 

《
午
後
》
１
時

30分
～
３
時

30分
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

  【
歯
科
】
 

《
休
診
日
》
９
月

30日
（
月
）
 

～

10月

17日
（
木
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

        

  

９
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                           【
村
民
割
引
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
】
 

村
民
割
引
を
利
用
し
て
購
入
し
た
乗
船
券
で
別
の

方
が
乗
船
す
る
こ
と
は
、
運
送
約
款
上
の
不
正
乗
船

に
該
当
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
正
行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、
小

笠
原
海
運
㈱
お
よ
び
伊
豆
諸
島
開
発
㈱
の
運
送
約
款

に
基
づ
き
正
規
運
賃
・
料
金
の
ほ
か
に
２
倍
相
当
額

の
割
増
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

発
見
後
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
と
も
村

民
割
引
の
適
用
を
拒
否
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
お
、
悪
質
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
法
的
措
置
を

と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
父
島
営
業
所
 
 
２
―
２
１
１
Ⅰ
 

    
小
笠
原
村
観
光
局
で
は
、
集
客
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
小
笠
原
諸
島
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
伝
え

る
小
笠
原
フ
ァ
ン
の
祭
典
「
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開

催
し
ま
す
。
 

 
今
回
の
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
多
く
の
島
民
、
観

光
客
の
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
昨
年

大
好
評
だ
っ
た
「
小
笠
原
の
盆
踊
り
」
を
再
現
し
ま

す
。
 

【
日
時
】
９
月

29日
（
日
）
午
後
２
時
～
７
時
 

（
荒
天
以
外
決
行
予
定
）
 

【
場
所
】
都
立
芝
商
業
高
等
学
校
 

《
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
》
 

 
よ
り
良
く
、
よ
り
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た

め
、
今
回
の
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
 

 
皆
様
の
ご
支
援
、
ま
た
お
知
り
合
い
の
方
へ
の
ご

紹
介
な
ど
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

      ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
観
光
局
 
 

０
３
―
５
７
７
６
―
２
４
２
２
 

    

皮
膚
科
専
門
診
療

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
休
診

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
 

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

～
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
～

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
・
子
育
て
相
談
会

（

10月
）

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,951 等級 大人 小人

50,060 42,830 25,030 (+313) 4,400 2,200

(+1,460) (+1,250) (+730) 14,849 (+520) (+260)

36,160 28,930 18,080 (+291) 5,280 2,640

(+1,060) (+850) (+530) 13,660 (+620) (+310)

27,250 21,800 13,630 (+268) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+800) (+640) (+400) 1,598

23,910 19,130 11,960 (+31)

(+700) (+560) (+350) 1,189 8,966

等級 村民 村民小人 身障者 (+23) (+672)

41,020 20,510 25,030 8,406

(+1,190) (+590) (+730) (+630)

27,120 13,560 18,080 7,846

(+790) (+390) (+530) (+588)

20,440 10,220 13,630 898

(+600) (+300) (+400) (+67)

17,940 8,970 11,960 677

(+530) (+260) (+350) (+51)

小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

9月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
開
催
に
つ
い
て
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「
私
の
母
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
」
の

作
品
（
母
島
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
）
を
募
集
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

【
応
募
期
間
】
２
０
２
０
年
１
月

15日
（
水
）
必

着
分
ま
で
受
付
 

【
テ
ー
マ
】
 

（
１
）
母
島
の
自
然
…
海
、
山
、
森
な
ど
母
島
の
風

景
を
扱
っ
た
作
品
  

（
２
）
 母

島
の
動
物
・
植
物
…
イ
ル
カ
や
ク
ジ

ラ
、
魚
、
鳥
、
木
や
花
な
ど
母
島
の
動
物
や
植
物
を

扱
っ
た
作
品
  

（
３
）
 母

島
の
暮
ら
し
…
母
島
の
日
常
風
景
や
、

お
祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
暮
ら
し
を
扱
っ
た
作
品
 

【
応
募
点
数
】
 

各
テ
ー
マ
１
点
(最

大
３
点
ま
で
)  

【
賞
】
 

最
優
秀
賞
（
１
点
）・

・
・
 賞
金
：
３
万
円
   

優
秀
賞
（
３
点
）
 ・

・
・
 賞
金
：
５
千
円
 

他
 

【
応
募
方
法
】
 

応
募
票
の
必
要
事
項
を
メ
ー
ル
に
て
応
募
、
ま
た

は
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
と

一
緒
に
郵
送
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
は
母
島
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
母
島
観
光
協
会
 
 
 
 

 
 
３
―
２
３
０
０
 

Ｈ
Ｐ
[募
集
要
項
な
ど
] 

（
https://hahajima.com/newslist/news/?po

stid=891）
 

  

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
競
漕
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
日
程
】
９
月

22日
（
日
）
※
荒
天
中
止
 

午
前
中
 
 
 カ
ヌ
ー
体
験
会
 

午
後
１
時
 
 カ
ヌ
ー
大
会
開
会
 

午
後
３
時
半
 ち
び
っ
こ
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
 

午
後
５
時
 
 閉

会
式
 

※
後
夜
祭
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

【
場
所
】
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
 

【
参
加
要
領
】
男
子
、
女
子
、
男
女
混
合
の
３
カ
テ

ゴ
リ
で
競
技
を
行
い
ま
す
。
３
人
１
組
（
小
学
生
以

上
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
小
学
生
の
み
の

参
加
の
場
合
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。
 

【
参
加
費
】
中
学
生
以
上
１
人
５
０
０
円
 
 

小
学
生
１
人
３
０
０
円
（
保
険
代
込
み
）
 

【
入
賞
】
カ
テ
ゴ
リ
ご
と
に
１
位
～
３
位
、
そ
の
他

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
、
仮
装
賞
、
島
外
賞
な
ど
賞
多
数
。
 

賞
の
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
提
供
は
母
島
観

光
協
会
ま
で
。
 

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
料
金
を
添
え
て
、
母
島

観
光
協
会
窓
口
へ
。
母
島
島
外
に
お
住
ま
い
の
方
は

メ
ー
ル
に
て
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
(日

)～

20日
（
金
）
 

※
先
着

50組
で
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
母
島
観
光
協
会
 
 
 
 

 
 
３
―
２
３
０
０
 

info@hahajima.com 

 

    

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
、
更
新
・
失
効
再
交
付
講

習
を
下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
 

 
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 【
日
時
】

10月

26日
（
土
）
 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
講
習
時
間
】
受
付
：
午
前
９
時
～

10時

30分
 

更
新
講
習
：
午
前

10時

30分
～

11時

30分
 

失
効
再
交
付
講
習
：
午
前

11時

30分
～
午
後
１
時
 

【
申
し
込
み
期
間
】
９
月
１
日
～

30日
ま
で
 

【
受
講
料
】
更
新
講
習
：
１
万
５
千
円
 

失
効
再
交
付
講
習
：
２
万
５
千
円
 

※
住
所
・
氏
名
な
ど
の
変
更
ま
た
は
紛
失
さ
れ
て
い

る
場
合
は
別
途
千
円
 

【
申
し
込
み
場
所
】
株
式
会
社
 
小
笠
原
マ
リ
ン
 

【
申
し
込
み
時
必
要
書
類
等
】
 

①
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
 

②
写
真
２
枚
（
縦

4.5ｃ
ｍ
×
横

3.5ｃ
ｍ
）
 

③
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
 

（
※
住
所
変
更
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
住
所
記
載
が

な
い
旧
免
許
の
場
合
）
 

④
自
動
車
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
 

（
※
紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
写
真
な
ど
が

見
え
に
く
い
場
合
）
 

⑤
印
鑑
 

⑥
受
講
料
 

※
申
し
込
み
時
に
受
講
申
込
書
を
記
入
し
て
頂
き
ま

す
。
 

【
当
日
持
参
す
る
も
の
】
 

①
筆
記
用
具
 

②
必
要
で
あ
れ
ば
メ
ガ
ネ
・
補
聴
器
等
 

●
問
合
せ
先
 
株
式
会
社
 
小
笠
原
マ
リ
ン
 
 
 
 

 
 
２
―
２
９
１
７
 

                

        

平
成

28年
の
秋
に
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
り
、

「
人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
共
存
す
る
島
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
し
、
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
総
会
に
て
、
本
協
議
会
の
取
組
内
容

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
再
整
理
い
た
し
ま
し
た
。
 

①
野
生
動
物
の
保
護
 

・
今
年
度
か
ら
「
小
笠
原
希
少
鳥
獣
等
に
関
す
る
連

絡
調
整
部
会
（
事
務
局
：
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護

官
事
務
所
）」

を
設
置
 

・
部
会
に
よ
る
野
生
動
物
の
保
護
に
か
か
る
実
務
レ

ベ
ル
の
検
討
 

②
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
対
策
 

・
今
年
度
か
ら
「
小
笠
原
ネ
コ
に
関
す
る
連
絡
調
整

部
会
（
事
務
局
：
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
）」

を

設
置
 

・
部
会
に
よ
る
小
笠
原
ネ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
 

③
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
 

・
ペ
ッ
ト
の
飼
養
状
況
の
把
握
 

・
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
養
の
推
進
 

④
動
物
対
処
室
の
運
営
 

・
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
や
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ

ス
バ
ト
、
海
鳥
類
な
ど
の
治
療
 

・
負
傷
・
体
調
不
良
の
捕
獲
ネ
コ
へ
の
一
時
的
な
処

置
 

・
週
３
日
（
月
・
水
・
金
）
の
ペ
ッ
ト
診
療
を
き
っ

か
け
と
し
た
適
正
飼
養
指
導
や
健
康
診
断
 

 ●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 

２
―
３
１
１
１
 

 

私
の
母
島
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

２
０
１
９
作
品
募
集
 

第
５
回
 
母
島
カ
ノ
ー
大
会
 

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
 

更
新
・
失
効
再
交
付
講
習
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
の
取
組
に
つ
い

て
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   【
休
診
日
】
８
月

23日
（
金
）
 

～
９
月
９
日
（
月
）
 

※
診
療
は
９
月

11日
（
水
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
同
室
は
野
生
動
物
を
扱
う
施
設
で
も
あ
る
た
め
、

緊
急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方

に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た

だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

※
ペ
ッ
ト
を
大
切
に
飼
う
機
会
と
し
て
、
同
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
診
療
内
容
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
的
な
治
療
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
内
地
の
か
か
り
つ
け
医
の
ご
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 

２
―
３
１
１
１
 

         

９
月

20日
（
金
）
～

26日
（
木
）
は
動
物
愛
護

週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
達
が
飼
っ
て
い
る
イ

ヌ
や
ネ
コ
、
ウ
サ
ギ
や
小
鳥
、
鑑
賞
魚
、
昆
虫
な
ど

の
動
物
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

「
愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
う
」、「
無
責
任
に
捨
て

な
い
」、「
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
屋
内
や
工
夫
さ
れ
た

ケ
ー
ジ
で
飼
う
」、「
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
」、

「
災
害
に
備
え
た
し
つ
け
・
用
意
を
す
る
」
な
ど
、

ペ
ッ
ト
を
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と
は
飼
い
主
の
基
本

的
な
責
任
で
す
。
さ
ら
に
、
ペ
ッ
ト
が
人
と
生
活
す

る
と
い
う
こ
と
と
、
離
島
と
い
う
特
殊
な
環
境
を
考

慮
し
、
飼
い
主
の
方
は
、
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
の
健
康

と
安
全
に
気
を
配
り
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 
 

東
京
都
で
は
、
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
等
と
と

も
に
、『
共
に
生
き
る
～
シ
ニ
ア
ペ
ッ
ト
と
シ
ル
バ

ー
世
代
～
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ど
う
ぶ
つ
愛
護
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
９
月

14日
（
土
）
と

22日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
動
物
愛
護
週
間
中

央
行
事
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
福
祉
保
健
局
 健
康
安
全
部
 

 環
境
保
健
衛
生
課
 ０

３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２
 

                         

     

   東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
左
記
の
日
程
に

お
い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全

確
保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を

通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止

め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時
 

※
入
港
日
は
午
前

11時
ま
で
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

９
月
６
日
（
金
) 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

９
月
７
日
（
土
）
 

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

９
月
８
日
（
日
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

９
月

12日
（
木
) 

 
②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

９
月

13日
（
金
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 

９
月

14日
（
土
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

９
月

18日
（
水
) 

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

９
月

19日
（
木
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

９
月

20日
（
金
) 

 
②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

９
月

24日
（
火
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

９
月

25日
（
水
）
 

 
①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

９
月

26日
（
木
) 

 
②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

９
月

30日
（
月
）
 

 
③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

 
⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

            ●
問
合
せ
先
 
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 

２
―
２
１
６
７
 

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診

 

動
物
愛
護
週
間
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
 

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
 

ル
ー
ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
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第

64回
「
環
の
あ
る
星
」
 

土
星
が
見
え
て
き
た
よ
！
望
遠
鏡
で
み
て
み
よ

う
！
土
星
に
は
生
き
物
は
い
る
の
か
な
？
 

【
日
時
】
９
月

11日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
半
 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上
 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
 

【
募
集
人
数
】

30名
 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）
 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円
 

【
申
込
締
切
】
９
月

10日
（
火
）
ま
で
 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
国
立
天
文
台
内
 
２
―
７
３
３
３
 

                    

   ９
月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
島
の
く
ら
し
」
展
～
現
在
の
島
の
生
活
を
紹
介
 

開
催
中
 

島
外
に
住
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
島
民
で
あ
っ
て
も

意
外
と
知
ら
な
い
島
の
生
活
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い

た
キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

 
父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

     

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ

い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
 

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
９
月

13日
（
金
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
９
月

30日
（
月
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、

印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

         

      

環
境
省
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
お
仕
事
体
験
を
通
じ

て
、
母
島
の
自
然
を
よ
り
深
く
知
る
「
小
笠
原
国
立

公
園
こ
ど
も
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

in母
島
」
を
開

催
し
ま
す
。
昨
年
は
、
新
夕
日
ヶ
丘
で
虫
と
植
物
の

関
係
を
リ
サ
ー
チ
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
夜
の
森
を

探
検
し
て
、
日
中
と
は
ひ
と
味
違
う
い
き
も
の
の
世

界
を
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

【
開
催
場
所
】
母
島
南
崎
（
予
定
）
 

【
対
象
】
小
中
学
生
（
親
子
で
の
参
加
も
可
）
 
 

定
員

30名
程
度
（
先
着
順
）
 

【
日
時
】

10月

19日
(土

) 

※
予
備
日
 

10月

26日
 
(土

) 

午
後
５
時

30分
沖
港
船
待
集
合
（
厳
守
）
 

～
午
後
８
時

15分
頃
船
待
解
散
 

※
船
待
か
ら
現
地
ま
で
の
送
迎
あ
り
（
自
家
用
車
の

使
用
も
可
）
 

【
募
集
期
間
】
９
月

17日
(火

)～

27日
(金

) 

 ●
問
合
せ
先
 
一
般
社
団
法
人
ア
イ
ラ
ン
ズ
ケ
ア
 

 
０
９
０
―
３
４
４
９
―
５
８
６
４
 

（
受
付
時
間
：
平
日
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時
 
 

※
不
在
の
場
合
は
、
折
り
返
し
お
電
話
致
し
ま

す
。）

 

          

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」
 

開
催
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

小
笠
原
国
立
公
園
こ
ど
も
 

パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー

in母
島
 

「
母
島
の
夜
の
世
界
を
覗
く
ん
ジ
ャ

ー
！
」
参
加
者
募
集
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      【
日
時
】
９
月

29日
（
日
）
 

午
前

10時
～
午
後
４
時
 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

 世
界
遺
産
の
価
値
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
マ
イ

マ
イ
（
カ
タ
ツ
ム
リ
）
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！
 

 ◎
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
（
各
回

20分
程
度
）
 

 
普
段
は
入
れ
な
い
飼
育
室
で
、
マ
イ
マ
イ
の
飼
育

や
守
る
意
味
に
つ
い
て
ス
タ
ッ
フ
が
解
説
し
ま
す
。
 

【
開
催
時
刻
】
※
予
約
不
要
 
各
回
先
着

10名
 

午
前

10時

10分
～
 

 
午
前

10時

50分
～
 

 
午
前

11時

30分
～
 

 
午
後
１
 時

30分
～
 

 
午
後
２
時

30分
～
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
ビ
ン
ゴ
（
各
回
１
時
間
程
度
）
 

 
マ
イ
マ
イ
の
種
類
や
多
様
性
に
つ
い
て
ビ
ン
ゴ
で

学
ぼ
う
！
ち
ょ
っ
と
し
た
景
品
が
あ
り
ま
す
。
 

【
開
催
時
刻
】
※
途
中
参
加
可
 

午
前

11時
～
 

午
後
１
時
～
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
フ
ォ
ト
（
常
時
開
催
）
 

 
プ
リ
ク
ラ
感
覚
で
マ
イ
マ
イ
な
写
真
を
撮
っ
て
み

よ
う
！
写
真
は
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

 

     海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

220 

 ―
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
―
 

今
年
は
カ
メ
シ
ー
ズ
ン
序
盤
の
水
温
が
低
か
っ
た

せ
い
か
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ふ
化
場
で
の
ふ
化
が
昨
年

に
比
べ
３
週
間
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
。
最
初
の
稚
ガ
メ

が
出
て
か
ら
は
、
台
風
も
お
構
い
な
し
に
、
ほ
ぼ
毎

日
脱
出
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
脱
出
＝
稚
ガ
メ

が
産
卵
巣
か
ら
地
上
に
出
て
く
る
こ
と
）
 

ウ
ミ
ガ
メ
は
外
温
（
性
）
動
物
で
、
行
動
や
代
謝

が
少
な
か
ら
ず
水
温
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
私
が
小
・

中
学
生
の
頃
は
、
動
物
は
外
の
気
温
に
よ
っ
て
体
温

が
左
右
さ
れ
な
い
「
恒
温
動
物
」
と
、
左
右
さ
れ
る

「
変
温
動
物
」
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
教
わ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な
動
物
種
で
研
究
が
進

み
、
そ
の
体
温
制
御
が
種
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
こ

と
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
、「
恒
温
動
物
」
や
「
変

温
動
物
」
と
い
う
言
葉
は
、
学
術
的
に
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

飼
育
し
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
し
て
い
る
と
、
夏

場
は
活
発
に
動
き
、
た
く
さ
ん
ご
飯
を
食
べ
る
の
に

比
べ
、
冬
場
は
動
き
が
鈍
く
、
食
欲
も
低
下
し
て
い

る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
き
な
カ
メ

に
比
べ
る
と
小
さ
な
稚
ガ
メ
で
よ
り
顕
著
で
す
。
ど

う
や
ら
体
が
大
き
い
ほ
ど
、
寒
さ
に
は
強
く
な
る
よ

う
で
す
。
体
内
に
蓄
え
た
脂
肪
の
お
か
げ
で
し
ょ
う

か
？
 

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
行
動
だ
け
で
な
く
、
性
別
の

決
定
も
温
度
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
温
度
依

存
型
性
決
定
temperature-dependent sex-

determination, TSD)」
と
呼
び
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

場
合
は
性
別
の
決
定
期
間
内
に
お
い
て
、
卵
の
平
均

温
度
が
あ
る
特
定
の
温
度
よ
り
低
け
れ
ば
オ
ス
、
高

け
れ
ば
メ
ス
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
人
間
も
、
夏
は
暑
い
か
ら
半
袖
を
着
て
ア

イ
ス
を
食
べ
る
、
冬
は
コ
タ
ツ
に
入
り
鍋
を
食
べ
て

温
ま
る
等
、
生
活
が
外
気
温
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、

ウ
ミ
ガ
メ
は
性
別
の
決
定
か
ら
ふ
化
の
時
期
、
繁
殖

期
に
至
る
ま
で
、
人
間
以
上
に
、
一
生
を
通
し
て
気

温
や
水
温
に
生
涯
が
左
右
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

 

今
後
、

11月
ご
ろ
ま
で
ふ
化
の
シ
ー
ズ
ン
が
続

き
ま
す
。
海
岸
で
海
に
向
か
う
稚
ガ
メ
を
見
か
け
た

際
は
、
ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
ず
、
優
し
く
見
守
っ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
海
岸
以
外
の
道
路
や
公
園

の
ト
イ
レ
の
周
り
等
で
稚
ガ
メ
を
見
か
け
た
際
に

は
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

  ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net   

            

                                       

『
レ
ッ
ツ
シ
ェ
ア
！
 

マ
イ
マ
イ
ワ
ー
ル
ド
 
 

マ
イ
マ
イ
と
楽
し
い
思
い
出
を
 

作
ろ
う
！
』
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「
種
族
を
超
え
た
イ
ル
カ
の
子
育
て
」
 

  
イ
ル
カ
の
子
育
て
に
関
す
る
お
話
で
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
南
太
平
洋
の
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ

シ
ア
に
属
す
る
環
礁
で
、
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
（
小
笠

原
で
は
沖
バ
ン
ド
ウ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
種
類
）
が

自
身
と
は
異
な
る
鯨
種
の
子
供
を
３
年
半
に
わ
た
り

養
育
し
た
事
例
が
報
告
さ
れ
た
の
で
す
。
育
て
ら
れ

た
子
供
は
、
カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ
と
い
う
マ
イ
ル
カ
科

カ
ズ
ハ
ゴ
ン
ド
ウ
属
の
仲
間
で
、
大
人
に
な
っ
て
も

３
メ
ー
ト
ル
程
度
の
種
類
で
す
。
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

自
体
も
３
～
４
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
成
長
す
る
の

で
、
大
き
さ
的
に
は
同
等
で
す
。
こ
ち
ら
も
同
じ
マ

イ
ル
カ
科
の
仲
間
で
す
が
、
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
属
で

あ
る
た
め
、
分
類
学
上
は
「
属
」
を
超
え
て
の
子
育

て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
ヒ
ト
（
ヒ
ト

科
ヒ
ト
属
）
に
例
え
る
と
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
（
ヒ

ト
科
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
属
）
の
子
供
に
お
乳
を
与
え

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
（
ヒ
ト

科
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
属
）
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。「

あ

り
え
な
く
も
な
い
な
。」

と
納
得
す
る
か
ど
う
か
は

皆
さ
ん
に
お
任
せ
し
ま
す
。
 

あ
る
種
類
の
イ
ル
カ
が
「
属
」
の
違
う
子
供
を
連

れ
て
い
た
と
い
う
事
件
は
、
な
ん
と
こ
こ
小
笠
原
で

も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
～
２
０
１
７
年

の
間
に
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
（
マ
イ
ル
カ
科

ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
属
）
が
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
（
マ
イ

ル
カ
科
ス
ジ
イ
ル
カ
属
）
の
子
供
を
連
れ
添
う
事
例

が
５
件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
日
し
か
観
察
記
録

が
な
い
事
例
が
多
く
、
最
長
記
録
で
も
２
か
月
弱
と

そ
う
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
授
乳

シ
ー
ン
も
観
察
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
時
的
で
は
あ

り
ま
す
が
、
養
育
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
親
と
は
ぐ
れ
た
子
イ
ル
カ
の
面
倒
を
見

て
い
た
の
か
、
子
イ
ル
カ
が
間
違
っ
て
付
い
て
き
た

の
か
、
そ
の
真
相
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
変
珍
し

い
事
例
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

複
数
の
鯨
種
が
狭
い
範
囲
に
暮
ら
す
小
笠
原
の
よ

う
な
環
境
に
お
い
て
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
例
が

起
こ
り
え
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま
す
。
も
し
こ
の

よ
う
な
光
景
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま

で
お
知
ら
せ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

                                

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
五
十
三
貝
「
ハ
ハ
ジ
マ
イ
マ
イ
の
夏
～
旅
立
～
」
 

  七月
六
日
 

ボ
ク
が
薄
暗
い
中
、
ふ
と
気
づ
く
と
、
そ
こ
は
何

も
な
い
部
屋
だ
っ
た
。
壁
や
天
井
も
透
明
で
、
下
を

見
る
と
ヌ
ノ
ミ
が
い
る
。
そ
の
下
に
は
・
・
ヌ
ノ
ジ

ロ
ウ
も
い
る
。
同
じ
よ
う
に
透
明
な
部
屋
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
う
う
ー
土
も
葉
っ
ぱ
も
な
い
。
こ
こ
は

乾
燥
す
る
な
～
。
こ
れ
は
引
っ
込
ん
で
い
る
に
限

る
！
 

七
月
七
日
 

 
ゴ
ウ
ン
ゴ
ウ
ン
、
ヴ
ー
ー
ー
。
暗
い
透
明
な
部
屋

の
中
に
、
何
だ
が
音
が
し
て
い
る
よ
う
な
。
な
ん
だ

か
揺
れ
て
い
る
よ
う
な
。
 

七
月
八
日
 

い
つ
の
間
に
か
寝
て
い
た
ら
、
突
然
ふ
わ
っ
と
体

が
持
ち
上
が
り
、
湿
っ
た
紙
が
敷
か
れ
た
部
屋
に
降

ろ
さ
れ
た
。
隣
の
部
屋
に
は
ヌ
ノ
ミ
が
い
る
。
ヌ
ノ

ミ
は
体
を
う
ん
と
伸
ば
し
て
周
り
の
様
子
を
見
て
い

る
。
あ
、
目
が
合
っ
た
。
 

七
月
九
日
 

 
空
か
ら
何
か
白
い
も
の
と
茶
色
い
も
の
が
や
っ
て

き
た
。
茶
色
い
も
の
は
土
に
触
る
か
触
ら
な
い
か
で

引
っ
込
ん
だ
。
残
っ
た
白
い
も
の
は
・
・
・
ん
？
食

べ
物
の
匂
い
だ
。
食
べ
て
も
良
い
ん
だ
ろ
う

か
・
・
・
。
あ
！
ヌ
ノ
ミ
！
！
も
う
め
っ
ち
ゃ
食
べ

て
る
！
え
っ
！
え
っ
！
？
ヌ
ノ
ジ
ロ
ウ
も
！
・
・
・

こ
れ
食
べ
て
も
大
丈
夫
な
や
つ
な
の
ー
ー

ー
！
！
！
？
？
？
 

 

こ
の
夏
、
母
島
か
ら
東
京
都
墨
田
区
に
ヌ
ノ
メ
カ

タ
マ
イ
マ
イ
が
や
っ
て
き
た
。
母
島
の
山
ツ
ア
ー
で

は
馴
染
み
も
あ
る
だ
ろ
う
。
父
島
で
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
（
カ
タ
ツ
ム
リ
を
食
べ
る

ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
し
た
や
つ
）
に
食
べ
ら
れ
て
野
生
絶

滅
し
て
し
ま
っ
た
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
仲
間
だ
。
 

母
島
に
は
、
脅
威
！
ニ
ュ
ー
ヤ
リ
は
侵
入
し
て
い

な
い
が
、
近
年
、
一
部
で
マ
イ
マ
イ
が
減
っ
て
い

る
。
何
の
せ
い
か
は
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら

に
ニ
ュ
ー
ヤ
リ
が
い
つ
父
島
か
ら
渡
っ
て
し
ま
う
と

も
限
ら
な
い
。
き
っ
と
、
緊
急
事
態
に
な
っ
た
ら
父

島
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
母
島
の
マ
イ

マ
イ
も
人
の
手
で
一
時
避
難
を
し
な
い
と
あ
っ
と
い

う
間
に
天
然
記
念
物
マ
イ
マ
イ
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
 

と
い
う
こ
と
で
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
備
え
て

繁
殖
技
術
を
開
発
す
べ
く
、
何
匹
か
の
マ
イ
マ
イ
に

墨
田
区
に
お
越
し
頂
い
た
の
だ
（
も
ち
ろ
ん
、
正
式

な
許
可
を
受
け
て
）。

さ
あ
、
こ
の
物
語
の
主
人
公

な
ら
ぬ
主
マ
イ
マ
イ
公
、
ヌ
ノ
メ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の

ヌ
ノ
ム
ラ
さ
ん
。
ヌ
ノ
ミ
や
ヌ
ノ
ジ
ロ
ウ
と
の
恋
の

行
方
や
い
か
に
（
マ
イ
マ
イ
は
雌
雄
同
体
）
！
 

 つ
づ
く
 
 
 
 
 
・
・
・
か
も
し
れ
な
い
。
 

 
 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
涌
井
茜
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
 

                  ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
２
―
３
１
１
７
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９月 1 日は 

備えて安心！一人ひとりが取り組む防災 
小笠原村は、過去には津波や地震が発生し、夏から秋にかけては常に台風の危険もあります。また、今後、南海トラ

フ地震による大規模な津波がやってくることも想定されます。一人ひとりが自分と家族の身を守る備えをすることで、

災害の被害を少なくすることができます。防災への備えを「今」見直してみましょう。 

 

 

 

  災害時には、一人ひとりが自分の身の安全を守ることが最も大切です。そのためには、まず自分の家の安全対策を 

しておくとともに、地震や津波にあったときの身の安全の図り方を知っておくことが必要です。また身の安全を確保 

し、生き延びていくために、水や食料、生活必需品の備えをしておくことも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：１週間分の備蓄が必要なんだね。日頃から使っているものを多めに買ってまわしていけ

ばいいんだね。これならわたしも出来そうだな～ 

保健師：命と健康を守るためになにが必要か考えるいい機会になりますね。健康でいることが防

災の備えの１つになります。 

クジラ：なるほど！普段から健康でいるために大切なことを考えてみよう。 

― 村民課福祉係— 

— 第２３５号― 

 

一番大切なことは「自分の命は自分で守る」こと 

今やろう！４つの備え 

 

③物の備え（日常備蓄） 

□日頃利用している食料品や生活必需品を多めに

購入しておく。消費期限が近づいたら使い、新

たに購入する。 

□非常持ち出し品をまとめておく。 

□１週間分の備蓄をする。 

〇乳幼児のいる家庭：ミルク、哺乳瓶、離乳食、ス

プーン、オムツ等 

〇要介護者のいる家庭：常備薬、お薬手帳（説明書）

補助具、オムツ等 

④コミュニケーションの備え 

□家族で災害時の連絡方法や集合場所などを決めて 

おく。 

災害伝言板（携帯電話インターネットサービス）や 

災害伝言ダイヤル（171）も活用しましょう。 

□日頃から隣近所と挨拶をして、災害時に協力できる 

 関係性を築いておきましょう。 

       

①家の中の備え 

今までの大地震で多くの方が、倒れてきた家具の下敷き

になって亡くなっています。 

□寝室や子ども部屋には出来るだけ家具を置かない。 

 または低い家具にする。 

□転倒防止対策（金具、ワイヤー、ストッパー等の利 

用）をする。 

 

 

 

 

 

 

       

       

             

②災害発生時の備え 

□地震が起きたら、頭を座布団などで保護し、大きな 

家具から離れ、丈夫な机の下などに隠れる。 

□海岸近くにいるときに強い揺れを感じたり、津波警 

報を聞いたら、すぐに高台に避難する。 

□避難先を確認しておく。 

津波ハザードマップや避難所は村役場のホームペー

ジで確認できます。 

 



小笠原高等学校　図書館開放 敬老大会（父島）

動物対処室の長期休診（～9日） 敬老の日の集い(母島)

小型船舶操縦免許講習申込（～30日）

入港日 出港日
防災訓練、シロアリ相談・点検申込期間（～25日） 小笠原国立公園こどもパークレンジャーin母島参加者募集（～27日）

小笠原高等学校公開講座申込期間（～13日）

都ノヤギ排除

平成３０年度決算特別委員会

都ノヤギ排除

平成３０年度決算特別委員会
小笠原村議会第３回定例会本会議（議案審議）

出港日 入港日
定期予防接種 第36回くらしの法律・税金相談、都ノヤギ排除

農業簿記講習会（母島）、動物愛護週間（～26日）

都ノヤギ排除 第36回くらしの法律・税金相談、農業簿記講習会（父島）

秋の全国交通安全運動（～30日）

皮膚科専門診療（母島）（～22日）

小笠原中学校学習発表会 小笠原高等学校　図書館開放
ヘルスアップ教室・ナイトウォーキング～ウェザーステーション～ 第５回　母島カノー大会

都ノヤギ排除

入港日 出港日
小笠原高等学校　図書館開放 交通安全キャンペーン

都ノヤギ排除
小笠原諸島振興開発計画（素案）意見募集締切

皮膚科専門診療（父島）（～28日）

都ノヤギ排除
小笠原村議会第３回定例会本会議（一般質問） 都ノヤギ排除

母島乳幼児計測会

出港日 入港日
総務委員会、硫黄島調査特別委員会、小笠原航空路開設推進特別委員会 都ノヤギ排除
小笠原村議会第３回定例会本会議（議案審議） シロアリ相談・点検（母島）（～10月1日）

村民相談、ギャラクティック・キッズ、母島巡回労働相談

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

都ノヤギ排除 母島交通安全講習会

行政相談所の開設

都ノヤギ排除
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

入港日 出港日
小笠原小学校　学校公開 小笠原高等学校　図書館開放、小笠原DAY

都ノヤギ排除 レッツシェア！マイマイワールド　マイマイと楽しい思い出を作ろう！

小笠原高等学校　図書館開放 都ノヤギ排除
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

小笠原村診療所（歯科）の休診（～10月17日）

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 日 16 月

2 月 17 火

3 火 18 水

4 水 19 木

5 木 20 金

6 金 21 土

7 土 22 日

8 日 23 月

9 月 24 火

10 火 25 水

11 水 26 木

12 木 27 金

13 金 28 土

14 土 29 日

15 日 30 月

敬老の日

秋分の日


